
１． 令和８年４月11日（土）　　雨天中止の決定は当日の午前７時。順延日は未定。

２． 美津島野球場

３． 選手は９名以上25名以内の中学生男女で編成し、学校区は問わない。

４． ・ 8,000円　　参加申込書(選手名簿)１部を受付時に参加料と共に提出すること。

5. 団体　＝　ＮＨＫ杯（持ち回り）を授与。 前年度優勝の対馬ＴKマックスは試合前に返還のこと

６. 本大会はチームからの供出は行わない。

７．組み合わせ ・３チームリーグ戦で優勝チームを決する。

・３チームが１勝１敗同士の場合は、２試合の失点数合計が少ないチームを優勝とする。

　同点延長戦のタイブレーク戦での得失点数は、定義には含まない。

　それでも同数の場合は別に設ける『リーグ戦順位決定方法』を適用して優勝チームを決する。

・前試合の終了から30分後に、次試合の開始を原則とする。

8. 入場後に外野の芝生部分に限り練習を認める(フリーバッティングは不可）

09:00 受付開始（会場の開門は８時）

第一試合の攻守決定を主将により行なう。

引き続き、対馬少年選手権大会(7/4・美津島)の抽選会を行なう。

Ａ Ｂ Ｃ

09:30 第一試合前シートノック時間は後攻チームより5分間とする

09:50 第一試合の打順表交換

10:00 試合開始

9. ・ 投手の投球数（100球）制限を適用する。

・ 試合は７回戦。コールドゲームは５回以降７点差とする。

・ 試合開始から１時間30分を超えて新しいイニングに入らない。

・ ７回を終わって、又は試合制限時間を超えて同点の場合は、次の回より無死一二塁・継続打順の

タイブレーク方式により、勝敗が決するまで特別延長戦を行なう(投手の投球数制限は適用)。

・ 制限時間の区切りは、後攻チームがリードして先攻チームが攻撃中の時は、先攻チームの攻撃が終了

した時点とする。後攻チームがリードして攻撃中の時は、その打者の打撃が完了した時点とする。

・ ベンチに入れるのは登録されて背番号の付いたユニフォームを着用した監督、コーチ、選手の他は、

チーム責任者、マネージャー、スコアラーの各１名とする。

・ 試合中の負傷は、応急手当の他は主催者は責任を負わない。

10． 優勝チームは５月５日、６日に佐世保市で開催の、第43回全日本少年長崎県大会の

出場資格を得る。

11． 対馬軟式野球連盟事務局　吉野　徹　　携帯　090-3077-0948
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表 彰

参加資格

（第43回全日本少年軟式野球大会　対馬予選会）

参 加 料

補助員〔４名〕

第一試合
雞知中学校

10:00 TSUSHIMA BASEBALL CLUB

T　B　Ｃ 一塁側は

対馬ＴＫマックス
対馬ＴKマックス

14:00 ベンチ居残りとする。 敗者
雞知中学校

第一試合の

12:00 ベンチ居残りとする 勝者

第三試合 第一試合の勝者 雞知中学校が 第一試合の

雞知中学校


